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学部名 募集人員 志願者数（倍率） 第１次選考合格者（倍率）
法　学　部 １０人以内 ２５人（２.５倍） １８人（１.８倍）








前 期 120人 537人 4.5倍 513人 4.3倍 ̶̶ ̶̶
文 系 65 330 5.1 306 4.7 約 4.0 倍
理 系 55 207 3.8 207 3.8 約 4.0 倍
文 学 部 前 期 220 561 2.6 561 2.6 約 3.5 倍
教 育 学 部
前 期 60 225 3.8 225 3.8 ̶̶ ̶̶
文 系 50 189 3.8 189 3.8 約 3.5 倍
理 系 10 36 3.6 36 3.6 約 3.5 倍
法 学 部 前 期 320 812 2.5 812 2.5 約 3.5 倍
経 済 学 部
前 期 230 805 3.5 781 3.4 ̶̶ ̶̶
一 般 180 583 3.2 583 3.2 約 3.5 倍
論 文 25 112 4.5 88 3.5 約 3.5 倍
理 系 25 110 4.4 110 4.4 約 3.5 倍
理 学 部 前 期 311 1003 3.2 987 3.2 （注）
医 学 部 前 期 248 590 2.4 590 2.4 ̶̶ ̶̶
医 学 科 前 期 105 306 2.9 306 2.9 約 3.0 倍
人間健康科学科 前 期 143 284 2.0 284 2.0 ̶̶ ̶̶
看 護 学 専 攻 前 期 70 115 1.6 115 1.6 約 5.0 倍
検査技術科学専攻 前 期 37 85 2.3 85 2.3 約 5.0 倍
理学療法学専攻 前 期 18 34 1.9 34 1.9 約 5.0 倍
作業療法学専攻 前 期 18 50 2.8 50 2.8 約 5.0 倍
薬 学 部 前 期 80 244 3.1 244 3.1 ̶̶ ̶̶
薬 科 学 科 前 期 50 122 2.4 122 2.4 約 3.5 倍
薬 学 科 前 期 30 122 4.1 122 4.1 約 3.5 倍
工 学 部 前 期 955 2388 2.5 2388 2.5 約 3.0 倍
地 球 工 学 科 前 期 185 393 2.1 393 2.1 ̶̶ ̶̶
建 築 学 科 前 期 80 253 3.2 253 3.2 ̶̶ ̶̶
物 理 工 学 科 前 期 235 592 2.5 592 2.5 ̶̶ ̶̶
電気電子工学科 前 期 130 281 2.2 281 2.2 ̶̶ ̶̶
情 報 学 科 前 期 90 224 2.5 224 2.5 ̶̶ ̶̶
工 業 化 学 科 前 期 235 645 2.7 645 2.7 ̶̶ ̶̶
農 学 部 前 期 300 826 2.8 826 2.8 約 3.5 倍















































































































































































































































































































































































































・「SIVsmm Diversity as a Model for HIV-1Group 
M Diversity」Dr.Cristian Apetrei, Associate 




























































































































































































































































































（2002）年から 5年間にわたって行われた21世紀 COE で
の研究プロジェクトでは，自治体の地震防災に役立つ地
震情報についての共同研究を行いました。
　また，鳥取市の中学校では 6月末から 7月初めの 5日
間，職場体験学習を行っています。本観測所も平成12
（2000）年からこの取り組みに協力し，毎年地元の中ノ郷
中学から２年生数名を受け入れています。地震発生の仕
組みや観測所の仕事について説明したり，地震等の観測
についての実習をしたりしています。
　観測所として地域社会に地震情報や地震に関する知識
を発信するために，地方紙「日本海新聞」に毎月「山陰の
地震」という記事を連載していました。内容は，前の月
に発生した地震の震央分布図に基づいた地震活動概況の
説明と，タイムリーな地震に関する豆知識の解説で，平
成７（1995）年から平成18（2006）年まで，足掛け12年にお
よびました。
　以上のように本観測所は，ほぼ半世紀にわたって学術
的にもまた地域社会にとっても重要な役割を果たしてき
ました。今後もより一層の貢献をしていきたいと考えて
います。
　
連絡先
〒680-0004　鳥取市北園1－286－2
TEL：0857－29－0949
FAX：0857－29－4480　
アクセス
　・ＪＲ鳥取駅から日交バス「北園団地線」に乗車，「円護寺」にて下車，徒歩３分。
　・中国道佐用ＩＣで降り，国道３７３号および国道５３号経由で（佐用ＩＣより）約２時間半。
職員構成
教員（兼任） ３名
技術職員（再雇用） １名
創立４０周年記念祝賀会
中学生の職場体験学習
地震計の仕組みを理解するために，簡単な地震計を作
っているところ。
近畿地方西部～中国地方東部の震央分布（青丸）。赤線は活断層。
＋は地震観測点。太い＋は本観測所の観測点（臨時観測点も含む）。
破線は県境。
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